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3月 雛 3041i農の主爾礼拝説教要約

・3月 20日 |ヨ ハネ福音書 14:1-7,

「 神に至る道 」

・3月 27自 :翼 ハネ福音書 1511“ 10。

「 実を結ぶ枝 」

衣笠病院教会 牧自覇驚漂晃―郎



雄鬼牧 《1+|(■ る鑢 》

私は違であり、真瑶で
｀
あり、命で

｀
あふ。こσ》常鸞は、きわめて漱ム性の

機、ヽ言驚て
い
す。人間の書らな絆糧き費け入オ`な｀`曹鸞ですoた だ、メシ

ァの機厳うヾ凛員IIの イエスの態度とf轟 者輩の構色地争特読 t_て みると、こと

コハネ13誉奮の言亀甦だけは、その機の16奮警と1壼 轟賛の白ながλて取れ

ます。その十で粋は、独り子イエスの言動争通 して抑嵐身をこビあけて

でも、真賞の観拳lt努 めます。

神機自身のほ姿として人を地り(1噛、鋼れr:26)人↑)、 量聯麒〔それ自身とな

り輌機、1競嗜)、 下満滝fれて｀`た
'I夕

と人とのせネ争、みごとに接李する検晟

争慕「こし、地上|(ぇ跡争咸 と、ま′て、す鸞會逮ヒます。

ただ、神と人とのあるべき関係争黒り籾い 説`現奪のご
｀
とく靖炒 |(論す

ので
.は

なく(不可能を可能 11す るので |ま なく)、 違い誉、準なき人間が、壼

り上と共 it自 然の十で悪らし始めた頃の関係|(晨 るノ(め の(永覇いtiき

るための)、 進くて鑽い 鑢`のりを幸すので
｀
す。凛丸の “8:μ 力θ::μ θF''

すなゎちち、「 ヵ囃(ま らな|す れば (=`蹴ι
`γ

″θ)」 と直諷さ才tる イエ

スの書澤韓武、鑢(詢 is)|(対点ヒっっ「逍らな
ヽ
ければ」と邦諷されます0ヾ

こね械、イエスの上争躇織のようit還最することを壼蛛 してヽ`るので
｀
も

な|ナ れば、そこ|(唯一の決き『1デ 進かれてヽ`るので
｀
もありません。むヒ

ら、イエスの名 |(ょ って潤颯t静 ることならこねlt李 まれます。英沢 (ぬ t

`γ

歳9)と 興練 lξ 凛えも勤鷲電 (「進る」)て
゛
械なく、驚議諷のみの永れ と

なってぉり、多棟な
ヽ
壼蛛ぅヾ金まれます。1ら li、 ィェスと共 11上 きること

う` ら始まる、その鑢 こそデ真曖 と争に■も鑢で
｀
あること摯牧えてヽ`ます。

賞11こ の一逮のイ轟スの昔鸞は、変鶏子のトマスの問ヽ`淋けit対 する

ィェスの選ジ象として絡られましノ(。 その答ぇこそ、静デム嵐(ホ した大き

なヒントとなってヽ`ます。そこlt(1、 人となった神の子だけが、関ホで
｀
き

るイ中と人の経点、すらit斜嘱t豊 る亀数 ,ま、が生き豊きと諸 られてヽ`るので

す。営、`譲えれば、その通ぃt進 ぉとき、その森鑑争几ふだすとき、その命

警生きるとき、その人 1壼 神 との法 .蓄、1(位議して｀`ること参悔るのです。

ただ、ィェス|(鷲 聞きにた場ξ、`護R、 ト`マス(コノヽネi:鷲 20:lる )は 、静力をし

て、しントを見嵐だしたわけて
｀
械ありまだん。この彙塔Цl一方的 |(枠 キ

サリストゃ、ら機、もォして、ヽるのてす(,ま だ政だ、静ることの邊ヽ`トマス|(埼

してぃそれ、で
゛
もトマス|ぉ潤哺(員.ム だfオtて ヽ`デ〔ので

｀
す。



霧鬼牧 《味警薄ぶ枚 》

拳ギロの機デ蒔かれ、ぶと
｀
うの本ぼ貨争鮮び、地械賞り争もたらし、

人樹簿静降らヤる。私 |ま このスの成り0)オ 11、 これら春てのもの幸

費け饉つヾてる。一―整會議会額訳留‡ゼカ)jヤ‡8:子 2・

「この民の成 りの嗜可とは、隷難き幾て、晩lt補 曲c)滝バビ曹ニア峰`らユ

ダのたI(嘩鍵 した者たちなど綺ヒてヽヽると思われますが、春て械ふTの こ

ととして絡られてヽ`ます。裏れi4ヤ ば、費け継く
・`
はずのもの、すなわち1戯

せ前のエルサレム枠殿き十rsと ヒノ1領咸と確仲上治の現風景は、暮定の

戯匁働ヾ ムノ(ぬ 議ま|(時が地ぎてヽヽたので
｀
す。

その質塊 itぼ 民族の熱奪うヾ得 ら″tず 、 また、彼 らの体力11失 われたま

鱗の状態が義く銃きます。

そんな時帯口t、 民億の口後もさることながら、化す、メシアの列永の時

讐論嗜ヾ彼 ら十 1《 台頭ヒ始めておりました。

1縫 シオンよ、人ヽ`に事べ。燎エルサレムよ、暮び嗜べ。あなたのユ

があなたの計ltふ る。薇 1士 鳳ヒき者で
｀
あって、幕十1を得る着。へり

くだって、ろばlt乗 ってくら、維ろばの十、子ろば|(乗 って。
一―瞥‡協会細訳賀‡ぜカリヤ會719・

民族の救ヽ`1ま 「どこ」lt求 められるのか、とヽ`うなえ常峰ヾ低調なとき

に、懸い 争`「どこ」1(で
｀
はなく、「だれ」1暉 めるべきなのかと こヽう刷

のオ侮性が几えてきます。沖鷹Kと
｀
こ)よ りも、メシア(だ れ)it期 待きま

ゼるほうが確賞で
｀
あると。

いわめる小預言輩の経とつ|(数 えら″tる la詩 のゼカリヤ奮は、第『・

第認4第 3ゼ カリヤ|(区 分すれる3部構成 (子 ～8奮、9～ ′子幸、12～ 解罐⇒
となっており7榛pス T峰 ら`時代うヾさら|(ギ リ載ず。

fて 、イススが3錢 で鍵てなおすとヽ`っノt機せの各襲露たの神殿 (ど こ)

は、イエスの予言と
｀
おりlt 9-マ 軍:(破壌 ヒ本くされ(凸聯 7θ 年)、 そ

のう`わり|(、 攀い の`源となってヽ`ア〔のが、凡んで
｀
3職 爾1竜 甦ったイスス

抑亀身(だ れ)の 体だったことな選ヽ`ふずと、錯饉する瀬甘の咸潮卸(輝 け

るイやのダイナミズムが、そこlt几 てとれるので
｀
す。その瀞い の`源から上

えよる
「

惑`:ど
｀`
うC)ふ昴薇こ脅が、「密な鮎び`… 賞りかもノ〔らず」ものとな



るので
｀
す。枠郡肛どこ)(1崎 薦 ヒ滅す。こか し、イエス。キリスト(だ れ)に

違なる技植、場所Kど こ)争 難ばず薦ぐ警講ぬ嗜くれて、ア=わ わit賞 り、救ヽ`

の賞力鷲ぶオ気となるので
｀
す。この赫麒(械 ぶと

｀`
うの水の恭分が行きるき、

ます威ず大きな枝 となり、音代の総轟11あ るご
｀
とく、そこ|(11神 の餞が

出毛|な ヒ麟す。

さて、今哺で
｀
もワイナリーlt行 けば、一轟て

｀
分かるとおり、ぶど

｀
うの水

11鉄水をしても大きく育ち貨き鷲び歌す。日棟に、宗教の壇線争赳えて

も、この本‖(轟なる多くの曇、教夜ゲヽ`たことは、経たが証畷 ヒてヽ`ると

おりで
｀
す。

ただ、もヒー専卜のユダヤ人うヾその機 も「ど
｀
こ」で

｀
救われるべまケ |(こ

だわり銃け、機た上の薇 らの入植疱 lt会オ縮争勤う`し、暮び定薇氏ら争迪

ヽ`ムと、十代の国家の暮典を試み、こともあろうに一部のキ )リ スト拳囃た

まで
｀
力ヾ、これIt賛 周するならば、その製‖贅イムス・キリストの人なる神の

鞠 障と械邊う何かデ咸就することになるで ヒょう。もし今の時拳コこ、子豫

る神が、ロビ試みを決ホされたならば、毅然 として、こ才ヽな1士 ねのけるこ

とで
｀
しょっ。


